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〇　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
五
章
第
九
節
、
第
一
〇
節

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
）
に
於
て
朱
熹
（
朱
子
）
の
い
わ
ゆ
る
知
先
行
後

論
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。
そ
こ
で
は
王
守
仁
（
王
陽
明
）
の
知
行
合
一

論
と
の
對
比
も
行
っ
た
が
、
論
述
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
朱
熹
に
あ

り
、
王
守
仁
の
方
は
そ
の
檢
討
の
た
め
の
一
素
材
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
本
稿
で
は
王
守
仁
の
知
行
合
一
論
の
分
析
を
主
に
行
う（

１
）。

　

た
だ
最
初
に
註
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
朱
熹
は
內
容
的
に
は
と
も

か
く
表
現
上
で
は
知
と
行
の
字
を
用
い
る
表
現
を
必
ず
し
も
多
用
し
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
朱
子
語
類
』
の
第
九
卷
は
「
論
知
行
」
と
副

題
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
朱
熹
の
知
行
論
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
知

と
行
の
字
を
使
用
し
た
語
で
埋
め
盡
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
朱
熹
と
い
え
ば
知
先
行
後
論
だ
け
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
全
體
の
大
枠
と
し
て
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
知
を
精
鍊
す
る
際

に
は
知
行
竝
進
も
說
か
れ
て
い
る
し
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
散
發
的
用
法

も
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
朱
熹
の
知
と
行
の
用
法
の
柱
は
次
の
二
つ
で

あ
る
。
第
一
は
知
の
確
度
を
高
め
る
た
め
に
知
行
竝
進
さ
せ
る
と
い
う

場
合
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
知
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
知
の
領
域
に
屬
す
る
。
第
二
は
、
知
が
完
成
す
れ
ば
そ
れ
は
自

然
に
行
爲
を
伴
う
と
い
う
「
眞
知
」
の
段
階
で
、
こ
れ
は
後
述
の
よ
う

に
王
守
仁
の
知
行
合
一
と
疎
通
す
る
面
が
あ
る
（
以
上
、『
朱
熹
の
思
想

體
系
』
第
五
章
第
九
節
）。
從
來
の
朱
王
の
知
行
論
の
比
較
は
、
と
も
す

れ
ば
朱
熹
に
複
數
の
知
行
の
用
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
ず
に
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議
論
を
展
開
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
王
守
仁
は
朱
熹
の
認
識
と
實
踐
に
關

わ
る
一
連
の
議
論
を
知
行
の
二
字
に
ま
と
め
、
更
に
そ
れ
を
知
先
行
後

論
と
し
て
一
括
り
に
し
た
う
え
で
批
判
を
加
え
、
自
己
の
知
行
合
一
の

主
張
を
浮
き
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
朱
熹
の
多
樣
な
知
行
の
用

例
の
一
部
を
批
判
的
に
繼
承
發
展
さ
せ
新
た
な
局
面
を
開
い
た
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
思
想
史
的
展
開
の
一
つ
の
型
が
見
ら
れ
る
。

　

知
行
合
一
と
い
う
語
は
王
守
仁
自
身
が
「
立
言
宗
旨
」
と
言
い（

２
）、

陽

明
學
の
標
語
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
行
っ
て
こ
そ
知
っ
た

と
言
え
る
と
い
う
ほ
ど
の
常
識
的
意
味
や
直
情
的
な
實
踐
至
上
主
義
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
王
守
仁
は
實
踐
を
尊
ぶ
標

語
と
し
て
も
用
い
る
。
知
先
行
後
論
批
判
を
展
開
し
た
理
由
の
一
つ

に
、
當
時
の
朱
子
學
的
敎
養
の
持
ち
主
が
、
實
踐
こ
そ
が
究
極
の
目
的

の
は
ず
な
の
に
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
段
階
で
足
踏
み
し
、
そ
れ

を
あ
た
か
も
着
實
な
學
問
修
養
の
證
と
す
る
か
の
如
く
ふ
る
ま
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
い
ら
だ
ち
が
あ
っ
た
。
し
か
し
王
守
仁
の
場
合
も
知
が
確

か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
知
行
合
一
の
知
に
つ
い
て
王

守
仁
は
「
行
の
明
覺
精
察
な
る
處
、
卽
ち
是
れ
知
」
と
言
う
の
で
あ
り

（『
傳
習
錄
』
中
「
答
顧
東
橋
書
」、「
答
友
人
問
」、『
文
錄
』
三
（
３
））、「
明
覺
精

察
」
の
知
と
一
體
で
な
い
行
な
ど
を
認
め
て
は
い
な
い
。

　

も
と
も
と
知
行
合
一
は
、
王
守
仁
に
と
っ
て
は
「
答
友
人
問
」（『
文

錄
』
三
）
に
「
知
行
原
是
兩
箇
字
、
說
一
箇
工
夫
」
と
あ
り
更
に
「
然

知
行
體
段
、
亦
本
來
如
此
」（
同
）
と
言
う
よ
う
に
、
工
夫
論
で
あ
り
、

ま
た
本
來
の
體
段
（
す
が
た
）
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
知

行
合
一
は
本
體
に
つ
い
て
も
工
夫
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る（

４
）。『

傳
習
錄
』
下
・
第
四
條
に
「
功
夫
不
離
本
體
、
本
體
原

無
內
外
。
只
爲
後
來
做
功
夫
的
分
了
內
外
、
失
其
本
體
了
。
如
今
正
要

講
明
功
夫
不
要
有
內
外
、
乃
是
本
體
功
夫
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
體
は

工
夫
と
離
れ
な
い
。

　

な
お
本
稿
で
は
「
工
夫
」
と
い
う
語
を
現
代
日
本
語
の
そ
れ
で
は
な

く
、
朱
熹
や
王
守
仁
ら
の
用
例
に
そ
っ
て
、
學
問
と
修
養
な
ど
の
自
己

の
內
面
を
向
上
さ
せ
る
手
立
て
全
般
の
意
味
で
用
い
る
。「
工
夫
」
と

い
う
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
は
、
い
ち
い
ち
「
學
問
乁
び
修
養
」

と
言
う
の
が
煩
瑣
だ
か
ら
で
あ
る
。

一　

主
體
か
ら
の
投
げ
か
け
と
知
行
合
一

　

先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
を
は
じ
め
一
連
の
拙
稿
で
取
り
上
げ
て

き
た
『
傳
習
錄
』
中
「
答
顧
東
橋
書（

５
）」
に
檢
討
を
加
え
る
こ
と
か
ら
議

論
を
始
め
た
い
。
こ
の
書
翰
は
錢
寬
が
「
其
餘
指
知
行
之
本
體
、
莫
詳

於
答
人
論
學
（
答
顧
東
橋
書
）、
與
答
週
衟
通
、
陸
淸
伯
、
歐
陽
崇
一
四

書
」（『
傳
習
錄
』
中
の
序
言
、（　

）
內
は
筆
者
註
、
以
下
同
じ
）
と
言
う
よ



王
守
仁
の
知
行
合
一
論
（
土
田
）

（ 3 ）

う
に
、
知
行
の
本
體
を
論
じ
た
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
王
守
仁
は
こ

の
書
翰
で
、
先
ず
顧
璘
（
東
橋
、
一
四
七
六
～
一
五
四
五
、
王
守
仁
よ
り
も

四
歲
年
少
）
の
書
い
た
手
紙
を
引
用
す
る
。

お
手
紙
に
こ
う
あ
り
ま
す
。「
ご
敎
示
の
あ
っ
た
知
と
行
を
竝
列

進
行
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
確
か
に
前
後
を
分
つ
べ
き
で
な
く

て
、『
中
庸
』
の
「
德
性
を
尊
ん
で
、
學
問
に
よ
る
」
と
い
う
學

問
修
養
が
交
互
に
作
用
し
あ
っ
て
、
內
外
と
本
末
が
一
で
貫
ぬ
か

れ
て
い
る
衟
で
す
。
し
か
し
工
夫
の
順
序
に
先
後
の
差
が
無
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
⻝
物
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
⻝
べ
、
湯

の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
飮
み
、
衣
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で

着
、
路
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
行
く
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
物

を
見
て
い
な
い
の
に
、
先
ず
行
い
の
方
が
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
あ
っ
た
た
め
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
一

瞬
の
閒
の
こ
と
で
、
今
日
そ
れ
を
認
識
し
て
明
日
に
な
っ
て
行
う

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。」

來
書
云
、
所
喻
知
行
竝
進
、
不
宜
分
別
前
後
、
卽
中
庸
尊
德

性
而
衟
問
學
之
功
、
交
養
互
發
、
內
外
本
末
一
以
貫
之
之

衟
。
然
工
夫
次
第
不
能
無
先
後
之
差
。
如
知
⻝
乃
⻝
、
知
湯

乃
飮
、
知
衣
乃
衣
、
知
路
乃
行
、
未
有
不
見
是
物
、
先
有
是

事
。
此
亦
毫
釐
倏
忽
之
閒
、
非
謂
有
等
今
日
知
之
而
明
日
乃

行
也
。

こ
こ
で
顧
璘
は
、
王
守
仁
の
知
行
竝
進
の
論
を
『
中
庸
』
を
あ
げ
て
肯

定
し
、
そ
の
後
で
「
工
夫
」
の
場
で
は
知
が
先
で
行
が
後
に
な
る
は
ず

だ
と
す
る
。
こ
の
顧
璘
の
考
え
が
ほ
ぼ
朱
子
學
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
は

先
述
の
朱
熹
の
知
行
論
に
照
ら
せ
ば
了
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
對
し
て

王
守
仁
は
こ
う
答
え
る
。

「
交
互
に
作
用
し
あ
っ
て
、
內
外
と
本
末
が
一
で
貫
ぬ
か
れ
て
い

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
知
と
行
を
竝
行
し
て
進

ま
せ
る
說
を
疑
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
さ

ら
に
「
修
養
の
順
序
に
先
後
の
差
が
無
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。「
⻝
物
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
⻝
べ
る
」
な
ど
の
說
は
、

と
り
わ
け
明
白
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
の
は
ず
で
す
。
し
か
し
あ

な
た
は
近
ご
ろ
の
說
に
惑
わ
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
人
に
⻝
べ
た
い
と
い
う
心
が
あ
る
か
ら
そ
の
後
で

⻝
物
の
存
在
を
知
る
の
で
あ
っ
て
、
⻝
べ
た
い
と
い
う
心
が
意

で
、
行
の
始
ま
り
で
す
。
味
の
う
ま
い
ま
ず
い
は
必
ず
口
に
入
っ

て
か
ら
そ
の
後
に
知
る
わ
け
で
、
ど
う
し
て
口
に
入
る
の
を
待
た

な
い
の
に
先
ん
じ
て
味
の
う
ま
い
ま
ず
い
が
わ
か
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。
行
こ
う
と
す
る
心
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
後
で
路
を
知
る
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わ
け
で
、
行
こ
う
と
す
る
の
は
意
で
、
行
の
始
ま
り
で
す
。
路
の

け
わ
し
い
か
平
坦
か
は
、
必
ず
身
を
も
っ
て
そ
の
衟
を
踏
ん
で
か

ら
後
に
知
る
の
で
、
ど
う
し
て
身
を
も
っ
て
そ
の
衟
を
踏
ま
な
い

の
に
そ
れ
に
先
ん
じ
て
路
の
け
わ
し
い
か
平
坦
か
が
わ
か
り
ま
し

ょ
う
か
。「
湯
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
飮
む
」
と
か
「
衣
の
存

在
を
知
っ
て
そ
こ
で
着
る
」
と
か
も
、
こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
と
も

に
明
白
に
な
る
は
ず
で
す
。
あ
な
た
の
お
言
葉
を
借
り
る
の
な
ら

ば
「
そ
の
物
を
見
て
い
な
い
の
に
、
先
ず
行
い
の
方
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
は
さ
ら
に
「
こ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
一

瞬
の
閒
の
こ
と
で
、
は
っ
き
り
と
今
日
そ
れ
を
認
識
し
て
明
日
に

な
っ
て
行
う
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
理
解
が
精
密
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
あ
な
た

の
言
い
方
に
卽
し
て
も
、
知
行
が
合
一
し
て
い
て
竝
行
に
進
む
と

い
う
の
は
、
斷
じ
て
疑
い
が
無
い
の
で
す
。

既
云
、
交
養
互
發
、
內
外
本
末
一
以
貫
之
、
則
知
行
竝
進
之

說
、
無
復
可
疑
矣
。
又
云
、
工
夫
次
第
、
不
能
不
無
先
後
之

差
、
無
乃
自
相
矛
盾
已
乎
。
知
⻝
乃
⻝
等
說
、
此
尤
明
白
易

見
。
但
吾
子
爲
近
聞
障
蔽
、
自
不
察
耳
。
夫
人
必
有
欲
⻝
之

心
、
然
後
知
⻝
、
欲
⻝
之
心
卽
是
意
、
卽
是
行
之
始
矣
。
⻝

味
之
美
惡
、
必
待
入
口
而
後
知
、
豈
有
不
待
入
口
而
已
先
知

⻝
味
之
美
惡
者
邪
。
必
有
欲
行
之
心
、
然
後
知
路
、
欲
行
之

心
卽
是
意
、
卽
是
行
之
始
矣
。
路
歧
之
險
夷
、
必
待
身

履

歷
而
後
知
、
豈
有
不
待
身

履
歷
而
已
先
知
路
歧
之
險
夷
者

邪
。
知
湯
乃
飮
、
知
衣
乃
服
、
以
此
例
之
、
皆
無
可
疑
。
若

如
吾
子
之
喻
、
是
乃
所
謂
不
見
是
物
而
先
有
是
事
者
矣
。
吾

子
又
謂
、
此
亦
毫
釐
倏
忽
之
閒
、
非
謂
截
然
有
等
今
日
知
之

而
明
日
乃
行
也
、
是
亦
察
之
尙
有
未
精
。
然
就
如
吾
子
之

說
、
則
知
行
之
爲
合
一
竝
進
、
亦
自
斷
無
可
疑
矣
。

王
守
仁
は
ま
ず
顧
璘
が
知
行
竝
進
を
認
め
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
知
先
行

後
と
す
る
の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
顧
璘
は
朱
熹
を
踏
ま
え
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
朱
熹
は
知
を
未
熟
な
段
階
か
ら
知
行
合
一
へ
と
向
か

う
連
續
的
段
階
を
履
む
も
の
と
し
、
知
行
竝
進
を
知
の
精
度
を
あ
げ
る

た
め
に
必
要
な
工
夫
と
し
て
說
い
た
。
つ
ま
り
知
行
竝
進
は
工
夫
の
段

階
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
工
夫
が
完
成
し
た
段
階
、
つ
ま
り
眞
知
に
な

っ
た
瞬
閒
に
、
知
行
は
合
一
す
る
。
顧
璘
や
朱
熹
に
と
っ
て
知
行
竝
進

と
知
行
合
一
は
段
階
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
王
守
仁
は
兩
者
を
同

一
段
階
に
竝
列
さ
せ
て
矛
盾
と
決
め
つ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
守

仁
の
こ
と
さ
ら
の
曲
解
と
い
う
よ
り
も
、
王
守
仁
が
工
夫
の
過
程
で

も
、
ひ
た
す
ら
知
行
合
一
し
て
い
る
か
否
か
の
み
を
問
題
に
す
る
姿
勢

か
ら
來
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
て
朱
熹
の
知
行
合
一
は
、
知
の
究
極
の
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段
階
の
狀
態
を
說
く
も
の
で
あ
り
、
工
夫
論
の
場
と
な
る
と
知
先
行
後

の
大
枠
の
中
で
進
ん
で
い
く
。
從
來
の
朱
熹
に
知
行
合
一
が
有
る
と
か

無
い
と
か
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
二
種
の
知
行
論
を
持
っ
て
い
る
こ

と
の
基
本
的
な
理
解
が
缺
け
て
い
た（

６
）。

　

顧
璘
は
知
先
行
後
を
言
う
た
め
に
「
如
知
⻝
乃
⻝
、
知
湯
乃
飮
、
知

衣
乃
衣
、
知
路
乃
行
」
と
い
う
例
を
あ
げ
た
が
、
王
守
仁
か
ら
言
え
ば

こ
れ
こ
そ
知
行
合
一
の
よ
い
例
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
先
著
『
朱
熹

の
思
想
體
系
』
第
五
章
第
十
節
で
も
論
じ
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
⻝

欲
が
あ
る
が
ゆ
え
に
⻝
物
の
認
識
が
成
立
す
る
と
い
う
第
一
段
階
と
、

⻝
事
を
し
て
こ
そ
味
の
美
惡
が
わ
か
る
と
い
う
第
二
段
階
の
二
つ
の
段

階
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
二
段
階
の
方
は
同
じ
內
容
を

朱
熹
も
言
っ
て
い
て
、
王
守
仁
に
特
徵
的
な
も
の
で
は
な
い
。
王
守
仁

ら
し
さ
は
こ
の
う
ち
の
第
一
段
階
の
方
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
⻝
は
ん

と
欲
す
る
の
心
」
が
「
意
」
で
あ
り
「
行
の
始
」
と
さ
れ
、「
⻝
（
⻝

物
）」
の
認
知
を
「
知
」
と
し
て
い
る
。
一
見
、
行
先
知
後
の
主
張
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
後
で
引
く
よ
う
に
王
守
仁
は
「
其
虛
靈
明
覺
之
良

知
、
應
感
而
動
者
謂
之
意
、
有
知
而
後
有
意
、
無
知
則
無
意
矣
」（『
傳

習
錄
』
中
「
答
顧
東
橋
書
」）
と
「
知
（
良
知
）」
が
事
物
に
感
應
し
て
動

く
の
を
「
意
」
と
し
、「
意
之
本
體
、
便
是
知
」（『
傳
習
錄
』
上
・
第
六

條
）、「
而
本
體
之
知
、
未
嘗
不
知
也
。
意
者
、
其
動
也
」（「
大
學
古
本

序
」、『
文
錄
』
四
）
と
、「
知
」
を
「
意
」
の
本
體
と
す
る
。
心
の
最
初

の
發
動
で
あ
る
「
意
」
の
中
に
顯
在
化
す
る
の
は
人
に
も
と
も
と
具
わ

る
知
の
能
力
で
あ
る
。
⻝
欲
を
「
行
の
始
ま
り
」
と
し
て
い
る
の
は
、

か
か
る
「
知
」
が
知
行
合
一
な
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
時
點
で
既
に
行
の

要
素
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
體
の
文
脉
か
ら
見
れ

ば
、
知
と
行
の
閒
に
時
閒
的
先
後
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
⻝
欲
と
⻝
物

の
認
知
は
本
來
一
體
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
王
守
仁
は
「
心
無
體
、

以
天
地
萬
物
感
應
之
是
非
爲
體
」（『
傳
習
錄
』
下
・
第
七
七
條
）
と
、
心

の
本
體
を
心
と
い
う
物
で
は
な
く
そ
の
働
き
と
し
、
そ
の
働
き
の
本
領

を
、
心
が
萬
物
に
感
應
す
る
際
の
适
切
さ
に
見
出
す
。
事
物
の
觸
發
に

よ
る
心
の
最
初
の
發
動
は
「
意
」
で
あ
る
が
、
現
實
の
「
意
」
に
は
善

惡
が
あ
る
の
に
對
し
（「
大
學
問
」、『
續
編
』
一
、「
答
魏
師
說
」、『
文
錄
』

三
）、
本
來
の
「
知
（
良
知
）」
は
善
一
枚
で
、「
致
知
（
格
物
）」
が
「
誠

意
」
の
工
夫
な
の
で
あ
る
（『
傳
習
錄
』
上
・
第
九
〇
條
、『
傳
習
錄
』
上
・

第
一
三
一
條
、『
傳
習
錄
』
下
・
第
一
一
八
條
）。「
發
動
之
明
覺
」（『
傳
習

錄
』
中
「
答
羅
整
庵
少
宰
書
」）
と
か
「
意
之
靈
明
處
」（『
傳
習
錄
』
下
・

第
一
條
）
と
か
を
「
知
」
の
こ
と
を
し
て
い
る
の
も
、「
意
」
の
場
に
於

け
る
か
か
る
知
の
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
王
守
仁
に
お
け
る
各
槪

念
の
關
係
や
用
語
法
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　

と
も
か
く
重
要
な
の
は
、
⻝
欲
が
對
𧰼
を
⻝
物
と
意
味
づ
け
す
る
と
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い
う
事
實
を
も
と
に
、
對
𧰼
の
事
物
は
心
が
そ
れ
を
捉
え
る
前
は
意
味

を
持
た
ず
、
心
が
捉
え
て
意
味
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

７
）。

例
え
ば
干
か
ら
び
た
パ
ン
が
あ
っ
た
時
、
⻝
欲
の
塊
で
あ
る
飢
え
た
人

閒
に
と
っ
て
は
そ
の
パ
ン
は
⻝
物
で
あ
る
が
、
飽
⻝
し
た
人
閒
に
と
っ

て
は
ゴ
ミ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
朱
熹
が
對
𧰼
の
事
物
自
體
に
も
と
も

と
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
を
心
が
捉
え
て
は
じ
め
て
意
味
を
悟
る
と
し
た

の
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
な
お
朱
熹
が
事
物
の
理
の
認
識
が
可
能
な

の
は
心
の
側
に
も
事
物
の
理
に
相
當
す
る
理
が
あ
る
か
ら
と
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
五
章
第
十
二
節
で
も
論

じ
た
（
も
と
は
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
心
の
分
析
」、『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』

七
八
、
一
九
九
一
）。

　

王
守
仁
は
さ
ら
に
顧
璘
の
手
紙
を
次
の
よ
う
に
引
く
。

お
手
紙
に
こ
う
あ
り
ま
す
。「
眞
知
は
行
の
も
と
に
な
る
も
の
で
、

行
な
う
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
知
と
い
う
に
は
不
足
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
學
ぶ
者
の
た
め
喫
緊
に
敎
え
と
し
て
立
て
た
も
の

で
、
實
踐
に
努
め
さ
せ
れ
ば
よ
い
も
の
で
す
。
も
し
眞
に
行
は
知

で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
た
ぶ
ん
も
っ
ぱ
ら
本
心
に
ば
か
り

求
め
て
、
そ
の
結
果
物
の
理
を
忘
れ
る
こ
と
に
な
り
、
必
ず
や
暗

く
て
逹
し
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
こ
れ

が
ど
う
し
て
圣
門
の
知
と
行
を
竝
行
し
て
進
ま
せ
る
完
備
し
た
方

法
で
し
ょ
う
か
。」

來
書
云
、
眞
知
卽
所
以
爲
行
、
不
行
不
足
謂
之
知
、
此
爲
學

者
吃
緊
立
敎
、
俾
務
躬
行
則
可
。
若
眞
謂
行
卽
是
知
、
恐
其

專
求
本
心
、
遂
遺
物
理
、
必
有
闇
而
不
逹
之
處
。
抑
豈
圣
門

知
行
竝
進
之
成
法
哉
。

こ
こ
の
「
眞
知
」
は
程
頤
の
『
程
氏
遺
書
』
二
上
・
第
二
四
條
、『
程

氏
遺
書
』
一
八
・
第
二
五
條
に
見
え
る
用
法
が
意
識
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
「
眞
知
」
と
は
、
虎
に
襲
わ
れ
た
體
驗
を
持
つ
者
は

本
當
の
虎
の
怖
さ
を
身
を
以
て
知
っ
て
い
る
か
ら
、
虎
を
認
知
し
た
と

た
ん
迯
げ
出
す
と
い
う
類
の
知
の
こ
と
で
あ
る
。
觀
念
的
に
し
か
わ
か

っ
て
い
な
い
者
は
、
迯
げ
る
と
い
う
行
爲
に
す
ぐ
に
は
結
び
つ
か
な

い
。
要
す
る
に
「
眞
知
」
と
は
、
行
爲
決
定
を
伴
う
知
で
あ
る
。
虎
は

迯
げ
る
べ
き
動
物
と
い
う
「
迯
げ
る
」
と
い
う
行
と
一
體
と
な
っ
た
知

な
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
語
中
の
「
夫
れ
人
必
ず
⻝
は
ん
と
欲
す
る

の
心
有
り
て
、
然
る
後
⻝
ふ
を
知
る
」
と
い
う
王
守
仁
の
言
葉
に
あ
て

は
め
れ
ば
、「
夫
れ
人
必
ず
迯
れ
ん
と
欲
す
る
の
心
有
り
て
、
然
る
後

迯
る
る
を
知
る
」（
人
に
は
自
己
を
殺
傷
す
る
も
の
か
ら
迯
げ
る
と
い
う
心
が

あ
る
か
ら
、
虎
が
迯
げ
る
べ
き
動
物
で
あ
る
の
を
知
る
）」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
顧
璘
は
眞
知
を
喫
緊
の
工
夫
の
目
安
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る

が
、
朱
熹
に
と
っ
て
は
「
知
之
者
切
、
然
後
貫
通
得
誠
意
底
意
思
、
如
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程
先
生
所
謂
眞
知
者
是
也
」（『
朱
子
語
類
』
一
一
七
・
第
一
〇
條
）
と
言

う
よ
う
に
知
の
工
夫
の
到
逹
點
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
王
守
仁
は

工
夫
の
段
階
か
ら
眞
知
の
完
全
な
實
現
を
求
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
以
下
の
王
守
仁
の
答
え
に
見
え
る
。

知
の
切
實
で
篤
實
な
と
こ
ろ
が
行
で
、
行
の
明
察
や
思
慮
に
裏
付

け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
知
で
、
知
行
の
修
養
は
も
と
よ
り
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
後
世
の
學
ぶ
者
は
二
つ
に
分
け
て
修
養

し
た
た
め
に
、
知
行
の
本
體
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
合

一
倂
進
の
說
が
出
て
き
た
の
で
す
。「
眞
知
は
行
の
も
と
に
な
る

も
の
で
、
行
な
う
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
知
と
い
う
に
は
不
足
」

と
い
う
の
は
お
手
紙
に
言
う
「
⻝
物
の
存
在
を
知
っ
て
そ
こ
で
⻝

べ
る
」
な
ど
に
つ
い
て
說
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
は
ず
で
、
先
に

既
に
ほ
ぼ
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
吃
緊
に
弊
害
を
救
う
た
め
に
發

し
た
も
の
で
す
が
、
知
行
の
本
體
が
本
來
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、

自
分
の
臆
見
で
誇
張
し
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
た
め
に
か
り
そ
め
に

一
時
の
效
果
を
說
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
っ
ぱ
ら
本

心
に
ば
か
り
求
め
て
、
そ
の
結
果
物
の
理
を
忘
れ
る
」
と
は
、
や

は
り
本
心
を
失
う
も
の
で
す
。
そ
も
そ
も
物
の
理
は
吾
が
心
の
外

に
は
な
く
、
吾
が
心
を
は
ず
し
て
物
の
理
を
求
め
る
の
で
は
、
物

の
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
物
の
理
を
忘
れ
て
吾
が
心
に
求
め
る
と
言

う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
吾
が
心
は
ま
た
何
物
で
し
ょ
う
か
。
心
の

體
は
、
性
で
す
。
性
は
理
で
す
。
そ
れ
ゆ
え

孝
行
の
心
が
あ
れ

ば
、
孝
の
理
が
あ
り
、

孝
行
の
心
が
無
け
れ
ば
、
孝
の
理
も

無
い
の
で
す
。
君
に
對
す
る
忠
義
の
心
が
あ
れ
ば
、
君
に
忠
義
の

理
が
あ
り
、
君
に
忠
義
の
心
が
無
け
れ
ば
、
君
に
忠
義
の
理
も
あ

り
ま
せ
ん
。
理
は
ど
う
し
て
吾
が
心
の
外
に
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

････

心
は
一
つ
だ
け
で
す
。
そ
の
本
體
の
全
面
的
發
露
の
惻
隱

の
心
か
ら
す
れ
ば
仁
と
言
い
、
そ
の
宜
し
き
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
義
と
言
い
、
そ
の
條
理
か
ら
す
れ
ば
理
と
言
い
ま
す
。

心
を
外
に
し
て
仁
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
心
を
外
に
し
て
義

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
、
た
だ
理
だ
け
は
心
を
外
に
し
て

求
め
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
心
を
外
に
し
て
理
を
求
め
る
の

は
、
知
と
行
を
二
つ
と
す
る
も
の
で
す
。
理
を
吾
が
心
に
求
め
る

の
が
、
圣
門
の
知
行
合
一
の
敎
な
の
で
す
。
あ
な
た
は
こ
れ
以
上

何
を
疑
う
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

知
之
眞
切
篤
實
處
、
卽
是
行
、
行
之
明
覺
精
察
處
、
卽
是

知
、
知
行
工
夫
本
不
可
離
。
只
爲
後
世
學
者
分
作
兩
截
用

功
、
失
卻
知
行
本
體
、
故
有
合
一
竝
進
之
說
。
眞
知
卽
所
以

爲
行
、
不
行
不
足
謂
之
知
、
卽
如
來
書
所
云
知
⻝
乃
⻝
等
說

可
見
、
前
已
略
言
之
矣
。
此
雖
吃
緊
救
弊
而
發
、
然
知
行
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之
體
本
來
如
是
、
非
以
己
意
抑
揚
其
閒
、
姑
爲
是
說
以
苟

一
時
之
效
者
也
。
專
求
本
心
、
遂
遺
物
理
、
此
蓋
失
其
本

心
者
也
。
夫
物
理
不
外
於
吾
心
、
外
吾
心
而
求
物
理
、
無

物
理
矣
。
遺
物
理
而
求
吾
心
、
吾
心
又
何
物
邪
。
心
之
體
、

性
也
。
性
卽
理
也
。
故
有
孝

之
心
、
卽
有
孝
之
理
、
無
孝

之
心
、
卽
無
孝
之
理
矣
。
有
忠
君
之
心
、
卽
有
忠
之
理
。

無
忠
君
之
心
、
卽
無
忠
之
理
矣
。
理
豈
外
於
吾
心
邪
。････

心
一
而
已
。
以
其
全
體
惻
怛
而
言
謂
之
仁
、
以
其
得
宜
而
言

謂
之
義
、
以
其
條
理
而
言
謂
之
理
。
不
可
外
心
以
求
仁
、
不

可
外
心
以
求
義
、
獨
可
外
心
以
求
理
乎
。
外
心
以
求
理
、
此

知
行
之
所
以
二
也
。
求
理
於
吾
心
、
此
圣
門
知
行
合
一
之

敎
、
吾
子
又
何
疑
乎
。

こ
こ
で
王
守
仁
は
、
朱
熹
ら
が
知
行
竝
進
を
い
く
ら
言
っ
て
も
、
知
と

行
を
分
け
て
發
想
す
る
以
上
は
、
知
行
合
一
を
實
現
で
き
な
い
と
す

る
。
知
行
は
本
來
一
つ
な
の
だ
か
ら
最
初
か
ら
一
體
の
實
現
を
圖
る
べ

き
で
、
知
の
精
度
を
先
ず
上
げ
て
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
永
遠

に
合
一
に
は
た
ど
り
つ
け
な
い
。
な
お
こ
こ
で
心
の
體
を
性
と
し
「
性

卽
理
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
心
卽
理
」
と
對
立
す
る
も
の
で
は

な
い（

８
）。

王
守
仁
は
「
性
卽
理
」
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ

の
引
用
の
省
略
箇
所
で
は
後
世
が
「
心
卽
理
」
を
理
解
し
て
い
な
い
と

い
う
文
言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、こ
の
兩
者
は
重
な
っ
て
い
る
。

二　

認
識
と
判
斷
の
一
體
化
と
し
て
の
知
行
合
一

　

次
に
王
守
仁
の
知
行
合
一
を
考
え
る
上
で
重
要
な
も
う
一
つ
の
例
を

檢
討
し
た
い
。
こ
れ
も
筆
者
が
今
ま
で
再
三
引
用
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。

こ
れ
は
も
う
私
欲
に
隔
斷
さ
れ
て
い
て
、
知
行
の
本
體
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
知
っ
て
い
て
行
な
わ
な
い
者
な
ど
い
た
た
め
し
は

な
い
。
知
っ
て
い
て
行
な
わ
な
い
の
は
、
知
ら
な
い
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
圣
賢
が
人
に
知
行
を
敎
え
る
の
は
、
ま
さ
に
か
の
本
體

に
復
歸
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
君
に
こ
の
よ
う
に
さ
せ
た

ら
も
う
お
し
ま
い
と
い
う
の
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
『
大
學
』

で
は
眞
の
知
行
を
人
に
指
示
し
て
、「
好
色
を
好
む
が
如
く
、
惡

臭
を
惡
む
が
如
し
」
と
說
い
た
。
好
色
（
き
れ
い
な
色
）
を
見
る

の
は
知
（
認
識
）
に
屬
し
、
好
色
を
好
む
の
は
行
（
判
斷
）
に
屬

す
。
か
の
好
色
を
見
た
時
は
、
も
う
好
ん
で
い
る
の
だ
。
見
た

後
、
そ
の
う
え
で
一
つ
の
心
を
立
て
て
好
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

の
だ
。
惡
臭
を
か
ぐ
の
は
知
（
認
識
）
に
屬
し
、
惡
臭
を
憎
む
の

は
行
（
判
斷
）
に
屬
す
。
か
の
惡
臭
を
か
い
だ
時
は
、
も
う
憎
ん

で
い
る
の
だ
。
か
い
だ
後
、
別
に
一
つ
の
心
を
立
て
て
憎
ん
で
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い
く
の
で
は
な
い
の
だ
。
鼻
が
つ
ま
っ
て
い
る
人
は
、
惡
臭
が
目

の
前
に
あ
っ
て
も
、
鼻
で
は
全
く
か
げ
ず
、
だ
か
ら
あ
ま
り
憎
む

こ
と
も
な
く
、
ま
た
臭
い
を
知
る
こ
と
も
無
い
。
た
と
え
ば
あ
る

人
が
孝
を
知
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
人
が
弟
を
知
っ
て
い
る
と
か

は
、
必
ず
そ
の
人
が
孝
を
行
い
弟
を
行
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
彼

ら
を
孝
を
知
り
弟
を
知
る
と
稱
せ
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
か
少
し
ば

か
り
孝
弟
を
語
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
孝
弟
を
知
る
と
す

る
こ
と
な
ど
で
き
ま
い
。
ま
た
痛
み
を
知
る
よ
う
な
の
も
、
既
に

痛
ん
で
こ
そ
は
じ
め
て
痛
み
を
知
る
の
で
あ
り
、
寒
さ
を
知
る
の

も
既
に
凍
え
て
こ
そ
、
饑
を
知
る
の
も
既
に
饑
え
て
こ
そ
な
の
で

あ
る
、
知
行
を
ど
う
し
て
分
け
ら
れ
よ
う
か
。
こ
れ
が
知
行
の
本

體
で
あ
り
、
私
意
に
隔
斷
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
の
だ
。

此
已
被
私
慾
隔
斷
、
不
是
知
行
的
本
體
了
。
未
有
知
而
不
行

者
。
知
而
不
行
、
只
是
未
知
。
圣
賢
敎
人
知
行
、
正
是
安
復

那
本
體
、
不
是
著
你
只
恁
的
便
罷
。
故
大
學
指
個
眞
知
行
與

人
看
、
說
如
好
好
色
、
如
惡
惡
臭
。
見
好
色
屬
知
、
好
好
色

屬
行
。
只
見
那
好
色
時
已
自
好
了
、
不
是
見
了
後
又
立
個
心

去
好
。
聞
惡
臭
屬
知
、
惡
惡
臭
屬
行
。
只
聞
那
惡
臭
時
已
自

惡
了
。
不
是
聞
了
後
別
立
個
心
去
惡
。
如
鼻
塞
人
、
雖
見
惡

臭
在
前
、
鼻
中
不
曾
聞
得
、
便
亦
不
甚
惡
、
亦
只
是
不
曾
知

臭
。
就
如
稱
某
人
知
孝
、
某
人
知
弟
、
必
是
其
人
已
曾
行
孝

行
弟
、
方
可
稱
他
知
孝
知
弟
、
不
成
只
是
曉
得
說
些
孝
弟
的

話
、
便
可
稱
爲
知
孝
弟
。
又
如
知
痛
、
必
已
自
痛
了
、
方
知

痛
、
知
寒
、
必
已
自
寒
了
、
知
饑
、
必
已
自
饑
了
。
知
行
如

何
分
得
開
。
此
便
是
知
行
的
本
體
、
不
曾
有
私
意
隔
斷
的
。

（『
傳
習
錄
』
上
・
第
五
條
）

筆
者
は
以
前
か
ら
、
こ
こ
の
「
知
」
を
認
識
、「
行
」
を
判
斷
と
解
釋

す
べ
き
だ
と
し
て
き
た（

９
）。「

好
色
を
好
む
」
と
は
そ
の
色
の
美
の
認
識

と
そ
れ
が
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
斷
が
、「
惡
臭
を
惡
む
」

も
そ
の
臭
の
く
さ
さ
の
認
識
と
そ
れ
が
嫌
惡
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

判
斷
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
體
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
受
け
入
れ
る
べ

き
色
」、「
拒
否
す
べ
き
臭
い
」
と
い
う
の
は
、
認
知
と
行
爲
に
直
結
す

る
判
斷
と
が
合
體
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
の
後
文
で

王
守
仁
は
「
某
嘗
說
知
是
行
的
主
意
、
行
是
知
的
功
夫
。
知
是
行
之

始
、
行
是
知
之
成
。
若
會
得
時
、
只
說
一
個
知
已
自
有
行
在
、
只
說
一

個
行
已
自
有
知
在
」
と
言
う
が
、
岡
田
武
彥
は
「
嘗
て
說
く
」
云
々
は

壯
年
の
知
行
論
で
、
こ
こ
で
そ
の
一
體
が
よ
り
進
む
と
し
た）

（1
（

。

　

こ
の
「
好
色
を
好
み
」、「
惡
臭
を
惡
む
」
は
、
先
引
の
「
答
顧
東
橋

書
」
の
⻝
物
の
例
で
言
え
ば
「
⻝
は
ん
と
欲
す
る
の
心
」
と
い
う
こ
と

な
る
か
と
い
う
と
、
⻝
物
の
方
は
味
の
美
惡
は
⻝
べ
な
い
限
り
わ
か
ら
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な
い
が
、
好
色
と
惡
臭
は
最
初
か
ら
美
惡
が
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
違

い
に
行
き
當
る
。
强
い
て
言
え
ば
、
好
色
や
惡
臭
を
好
惡
す
る
話
は
、

理
屈
か
ら
言
え
ば
先
引
の
「
答
顧
東
橋
書
」
の
第
二
段
階
の
、
味
の
善

し
惡
し
の
認
知
と
そ
れ
に
對
す
る
好
惡
と
の
合
一
に
當
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
體
か
ら
推
せ
ば
王
守
仁
は
第
一
段
階

の
方
、
つ
ま
り
味
の
如
何
は
と
も
か
く
少
な
く
と
も
⻝
欲
を
そ
そ
る
物

の
認
知
と
そ
れ
に
對
す
る
⻝
欲
と
の
合
一
に
も
相
當
す
る
と
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
あ
た
り
の
話
に
な
る
と
比
喩
の
大
ま
か
さ
を
こ
ち

ら
が
補
足
し
て
考
え
ざ
る
え
を
え
な
い
。
と
も
か
く
も
こ
の
「
答
顧
東

橋
書
」
と
『
傳
習
錄
』
上
の
二
例
を
總
合
し
て
王
守
仁
が
考
え
た
事
物

の
認
知
の
構
造
を
捉
え
て
み
る
と
、
認
知
は
ま
ず
內
心
の
欲
求
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
そ
の
認
知
は
知
（
そ
の
物
が
い
か
な
る
物
か
の
認

識
）
と
行
（
そ
の
物
に
い
か
に
對
處
す
る
か
の
判
斷
）
が
一
體
化
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
先
引
の
「
答
顧
東
橋
書
」
で
「
⻝
は
ん

と
欲
す
る
の
心
」
が
「
行
の
始
」
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
內
心
の
欲

求
は
判
斷
と
し
て
の
「
行
」
に
直
接
的
に
反
映
す
る
か
ら
、
實
際
に
は

事
物
の
認
知
に
は
行
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
好

色
を
見
た
い
と
か
惡
臭
を
避
け
た
い
と
か
⻝
物
を
⻝
べ
た
い
と
か
い
う

欲
求
が
も
と
も
と
心
に
あ
り
、
そ
れ
が
「
好
む
」
と
か
「
惡
む
」
と
か

「
⻝
ふ
」
と
い
う
判
斷
と
な
り
、
同
時
に
好
色
や
惡
臭
や
⻝
物
の
認
識

を
成
立
さ
せ
る
基
本
要
件
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
行
は
知
の
結

果
で
は
な
く
、
行
が
あ
る
か
ら
知
は
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
王
守
仁

の
知
行
合
一
論
は
實
質
的
に
は
「
行
」
に
賴
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

朱
熹
が
知
行
兩
者
を
重
視
し
な
が
ら
も
「
知
」
の
確
實
性
に
こ
だ
わ
っ

た
の
と
は
や
は
り
對
稱
的
な
側
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
「
好
色
を
好
む
」
と
い
う
喩
え
に
つ
い
て
は
、
王
守
仁
は
次
の

よ
う
な
質
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
「
好
色
」
を
い
つ
も
好
む
と
な
る
と
、
美
し
い
も
の
を
目
に

す
れ
ば
み
な
そ
れ
を
好
む
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。『
大
學
』

の
敎
え
は
、
ま
さ
に
流
俗
の
好
惡
の
常
情
を
借
り
て
、
圣
賢
の
善

を
好
み
惡
を
惡
む
誠
を
喩
え
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
す
。
あ
る
い

は
「
好
色
」
は
圣
賢
か
ら
も
同
じ
く
好
ま
れ
、
そ
れ
を
目
に
し
て

み
め
よ
い
の
が
わ
か
っ
て
も
、「
思
い
に
邪
が
無
か
っ
た
」（『
論

語
』
爲
政
）
の
で
、
少
し
も
心
體
を
煩
わ
さ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。至

於
好
色
無
處
不
好
、
則
將
凡
美
色
之
經
於
目
也
、
亦
盡
好

之
乎
。
大
學
之
訓
、
當
是
借
流
俗
好
惡
之
常
情
、
以
喻
圣
賢

好
善
惡
惡
之
誠
耳
。
抑
將
好
色
亦
爲
圣
賢
之
所
同
好
、
經
於

目
、
雖
知
其
姣
、
而
思
則
無
邪
、
未
嘗
少
累
其
心
體
否
乎
。

（「
與
黃
勉
之
」
二
、『
文
錄
』
二
））
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そ
れ
に
對
す
る
王
守
仁
の
答
え
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

人
は
い
つ
も
の
好
惡
に
お
い
て
、
眞
切
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
「
好
色
を
好
み
、
惡
臭
を
惡
む
」
と
い
う
の
は
、
み

な
眞
心
か
ら
發
し
、
お
の
ず
と
そ
の
充
足
を
求
め
、
少
し
の
虛
僞

も
あ
っ
た
こ
と
は
無
い
の
で
す
。『
大
學
』
は
人
人
の
好
惡
の
眞

切
で
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
人
に
善
を
好
み
惡
を
惡
む
と

い
う
誠
は
か
く
あ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
だ
け
で
、
一
つ
の
誠
の

字
を
形
容
し
た
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

人
於
尋
常
好
惡
、
或
亦
有
不
眞
切
處
。
惟
是
好
好
色
、
惡
惡

臭
、
則
皆
是
發
於
眞
心
、
自
求
快
足
、
曾
無
纖
假
者
。
大
學

是
就
人
人
好
惡
眞
切
易
見
處
、
指
示
人
以
好
善
惡
惡
之
誠
當

如
是
耳
、
亦
只
是
形
容
一
誠
字
。

「
惡
臭
を
惡
む
」
こ
と
は
問
題
が
無
い
が
、「
好
色
を
好
む
」
に
つ
い
て

は
「
思
ひ
邪
無
し
」（『
論
語
』
爲
政
）
と
い
う
條
件
が
つ
く
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
は
當
然
出
て
く
る
話
で
あ
っ
た
が
、
王
守
仁
は
、
こ
れ

は
人
々
の
好
惡
の
眞
切
に
し
て
見
や
す
い
と
こ
ろ
を
持
ち
出
し
て
人
に

示
し
て
い
る
の
だ
と
答
え
て
い
る
。
常
人
が
美
し
い
物
を
好
む
場
合

は
、
そ
の
好
む
對
𧰼
や
好
み
方
が
适
正
で
あ
る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
な
の
は
當
然
で
あ
る
。
美
女
を
見
た
場
合
に
多
く
の
人
は
「
好

む
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
衟
か
ら
の
逸
脫
も
孕
む
の
で
あ
り
、

ど
こ
か
で
そ
の
好
む
こ
と
が
是
非
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
の
檢
證
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
守
仁
は
同
じ
「
與
黃
勉
之
」
二
で
韓
愈

の
唱
え
る
「
愽
愛
」
を
め
ぐ
っ
て
「
但
亦
有
愛
得
是
與
不
是
者
、
須
愛

得
是
方
是
愛
之
本
體
、
方
可
謂
之
仁
」
と
、
愛
に
も
是
非
が
あ
る
と
言

う
。『
大
學
』
の
「
好
好
色
」
の
例
は
、
好
む
の
が
眞
心
か
ら
發
す
る

場
合
に
そ
の
意
識
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
說
明
で
あ
る

と
王
守
仁
は
言
う
が
、「
良
知
只
是
個
是
非
之
心
、
是
非
只
是
個
好
惡
、

只
好
惡
就
盡
了
是
非
、
只
是
非
就
盡
了
萬
事
萬
變
」（『
傳
習
錄
』
下
・
第

八
八
條
）
に
見
え
る
「
好
惡
」
も
、
あ
く
ま
で
も
适
正
な
好
惡
の
こ
と

で
あ
る
。
結
局
は
好
む
場
合
の
檢
證
を
促
す
働
き
と
そ
の
是
非
を
決
定

す
る
働
き
も
、
良
知
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り）

（（
（

、
こ

れ
に
つ
い
て
は
致
良
知
を
對
𧰼
と
し
た
別
稿
を
期
し
た
い
。

三　

心
外
の
物
と
理
の
否
定
と
、
外
物
と
の
感
應

　

先
に
引
い
た
「
答
顧
東
橋
書
」
に
「
夫
れ
物
の
理
は
吾
が
心
に
外
な

ら
ず
、
吾
が
心
を
外
に
し
て
物
の
理
を
求
め
れ
ば
、
物
の
理
無
し
」
と

い
う
語
が
あ
っ
た
が
、
王
守
仁
は
心
外
の
物
や
理
を
認
め
な
か
っ
た）

（1
（

。

こ
の
姿
勢
は
彼
の
思
想
の
基
調
と
な
る
重
要
な
も
の
で
、
同
じ
く
「
答

顧
東
橋
書
」
の
先
引
の
語
に
「
理
を
吾
が
心
に
求
む
、
此
れ
圣
門
の
知

行
合
一
の
敎
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
知
行
合
一
論
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
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る
。
こ
の
主
張
の
基
礎
に
は
、
心
に
取
り
込
ま
れ
た
事
物
の
み
が
存
在

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
好
例
と

し
て
以
前
か
ら
筆
者
が
引
い
て
き
た
の
は
次
の
記
事
で
あ
る）

（1
（

。

先
生
が
南
鎭
に
游
山
し
た
時
、
一
人
の
友
が
岩
中
の
花
を
つ
け
た

樹
を
指
し
て
言
っ
た
。「
天
下
に
心
の
外
の
物
は
無
い
。
そ
れ
は

こ
の
花
を
つ
け
た
樹
の
よ
う
な
も
の
で
、
深
山
の
中
で
自
然
に
花

開
き
自
然
に
落
下
し
、
我
が
心
に
何
の
關
係
が
あ
ろ
う
か
。」
先

生
が
言
わ
れ
た
、「
あ
な
た
が
こ
の
花
を
見
て
い
な
い
時
、
こ
の

花
と
あ
な
た
の
心
は
互
い
に
無
い
に
等
し
い
。
あ
な
た
が
こ
の
花

を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
こ
の
花
の
色
は
一
氣
に
は
っ
き
り
し

て
く
る
の
だ
。
そ
こ
で
こ
の
花
が
あ
な
た
の
心
の
外
に
は
無
い
の

が
わ
か
ろ
う
。」

先
生
游
南
鎭
、
一
友
指
岩
中
花
樹
問
曰
、
天
下
無
心
外
之

物
。
如
此
花
樹
、
在
深
山
中
自
開
自
落
、
於
我
心
亦
何
相

關
。
先
生
曰
、
你
未
看
此
花
時
、
此
花
與
汝
心
同
歸
於
寂
。

你
來
看
此
花
時
、
則
此
花
顏
色
一
時
明
白
起
來
。
便
知
此
花

不
在
你
的
心
外
。（『
傳
習
錄
』
下
・
第
七
五
條
）

も
し
王
守
仁
ら
が
遠
足
に
行
か
ず
こ
の
花
樹
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て

も
花
樹
は
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
王
守
仁
ら
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け

で
は
存
在
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
得
な
い
。
外
界
の
事
物
は
嚴
然
と
し

て
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
存
在
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
に
は
人
の
心
に

把
捉
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
心
外
の
物
が
無
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
物
が
心
內
に
し
か
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
物

の
理
も
心
內
に
し
か
な
い
。
心
と
物
と
理
の
關
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
も
言
わ
れ
る
。

「
物
に
在
り
て
は
理
と
な
る
」（
程
頤
『
易
傳
』
艮
卦
・
彖
傳
）
と
い

う
の
は
、「
在
」
の
字
の
上
に
「
心
」
の
字
を
添
え
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
心
が
物
に
あ
っ
て
は
理
と
な
る
の
で
あ
る
。
心
が
父
に

仕
え
る
に
あ
る
の
が
孝
、
君
に
仕
え
る
の
が
忠
で
あ
る
と
い
う
類

で
あ
る
。

在
物
爲
理
、
在
字
上
當
添
一
心
字
、
此
心
在
物
則
爲
理
。
如

此
心
在
事
父
則
爲
孝
、
在
事
君
則
爲
忠
之
類
。（『
傳
習
錄
』

下
・
第
一
二
二
條
）

心
が
物
の
理
を
生
む
の
で
あ
り
、
眼
前
に
父
や
君
が
い
る
だ
け
で
は
不

足
で
、
そ
の
父
と
は
自
分
が
孝
行
を
盡
く
す
對
𧰼
で
あ
る
と
い
う
認
識

と
、
孝
行
を
盡
く
そ
う
と
い
う
欲
求
が
一
體
と
な
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て

理
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。
王
守
仁
に
と
っ
て
理
と
は
心
の
條

理
で
あ
っ
た
。

理
と
は
、
心
の
條
理
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、

に
對
し
て
發
す
れ

ば
孝
、
君
に
對
し
て
發
す
れ
ば
忠
、
朋
友
に
對
し
て
發
す
れ
ば
信
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と
な
る
。
千
變
萬
化
し
て
極
め
盡
く
せ
な
い
が
、
自
分
の
我
が
一

心
か
ら
發
せ
ら
れ
な
い
も
の
は
無
い
。

理
也
者
、
心
之
條
理
也
。
是
理
也
、
發
之
於

則
爲
孝
、
發

之
於
君
則
爲
忠
、
發
之
於
朋
友
則
爲
信
。
千
變
萬
化
、
至
不

可
窮
竭
、
而
莫
非
發
吾
之
一
心
。（「
書
諸
陽
伯
卷
」、『
文
錄
』

五
）

　
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
知
が
發
動
す
る
際
に
は
先

ず
外
物
か
ら
の
觸
發
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
最
初
は
心
も
受
け
身
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
對
𧰼
と
な
る
外
物
が
無
い
の

に
內
心
が
そ
の
物
の
像
を
描
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

が
目
の
前
に

い
な
け
れ
ば
孝
心
は
發
動
し
な
い
。
朱
熹
が
「
感
」
を
働
き
か
け
、

「
應
」
を
そ
れ
に
應
ず
る
こ
と
と
し
、
知
も
「
感
應
」
で
あ
り
、
そ
れ

を
氣
の
働
き
で
あ
る
と
見
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
詳
論
し
た（

（1
（

。

對
應
す
る
外
物
が
無
い
の
に
心
が
勝
手
に
物
を
意
識
す
る
こ
と
は
王
守

仁
と
て
も
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
問
題
は
、
王
守
仁
の
場
合
、
朱
熹
と

同
樣
に
物
が
「
感
」
と
な
り
心
が
「
應
」
と
な
る
の
か
、
逆
に
心
が

「
感
」
と
な
り
物
が
「
應
」
と
な
る
の
か
、
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
註
意
さ
れ
る
の
は
次
の
語
で
あ
る
。

理
は
一
つ
で
す
。
そ
の
理
の
凝
聚
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「
性
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
凝
聚
の
主
宰
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、「
心
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
主
宰
の
發
動
と
い
う
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、「
意
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
發
動
の
明
覺
と
い
う
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、「
知
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
明
覺
の
感
應
と
い
う

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
物
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
物
に
つ
い

て
は
、「
格
す
」
と
言
い
、
知
に
つ
い
て
は
、「
致
す
」
と
言
い
、

意
に
つ
い
て
は
、「
誠
に
す
る
」
と
言
い
、
心
に
つ
い
て
は
、「
正

す
」
と
言
う
の
で
す
。････

天
下
に
は
性
の
外
の
理
も
無
く
、

性
の
外
の
物
も
あ
り
ま
せ
ん
。

理
一
而
已
。
以
其
理
之
凝
聚
而
言
、
則
謂
之
性
。
以
其
凝
聚

之
主
宰
而
言
、
則
謂
之
心
。
以
其
主
宰
之
發
動
而
言
、
則
謂

之
意
。
以
其
發
動
之
明
覺
而
言
、
則
謂
之
知
。
以
其
明
覺
之

感
應
而
言
、
則
謂
之
物
。
故
就
物
而
言
謂
之
格
、
就
知
而
言

謂
之
致
、
就
意
而
言
謂
之
誠
、
就
心
而
言
謂
之
正
。････

天
下
無
性
外
之
理
、
無
性
外
之
物
。（『
傳
習
錄
』
中
「
答
羅
整

庵
少
宰
書
」）

言
う
ま
で
も
な
く
『
大
學
』
の
八
條
目
の
う
ち
の
「
格
物
」、「
致
知
」、

「
誠
意
」、「
正
心
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
王
守
仁
は
、
知

の
本
質
を
明
覺
と
い
う
働
き
に
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
明
覺
に
感
應
す

る
の
が
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
感
應
が
知
の
側
か
ら
の
投
げ

か
け
を
中
心
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
心
が
「
感
」
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で
、
物
が
「
應
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う

だ
と
す
れ
ば
朱
熹
が
物
を
「
感
」
と
し
心
を
「
應
」
と
し
た
の
と
は
逆

方
向
に
な
る
。
ま
た
次
の
語
も
か
か
る
解
釋
を
補
佐
す
る
よ
う
に
見
え

る
。　

虛
靈
明
覺
の
良
知
が
應
感
し
て
動
く
の
を
意
と
言
い
ま
す
。
知
が

あ
っ
て
後
に
意
が
有
り
、
知
が
無
け
れ
ば
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知

は
意
の
本
體
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
が
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ

に
、
必
ず
物
が
あ
り
、
物
は
事
で
す
。
意
が

に
仕
え
る
こ
と
に

用
い
ら
れ
れ
ば
、

に
仕
え
る
こ
と
が
一
物
と
な
り
、
意
が
民
を

治
め
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
れ
ば
、
民
を
治
め
る
こ
と
が
一
物
と
な

り
、
意
が
書
を
讀
む
こ
と
に
用
い
ら
れ
れ
ば
、
書
を
讀
む
こ
と
が

一
物
と
な
り
、
意
が
訴
え
を
聽
く
こ
と
に
用
い
ら
れ
れ
ば
、
訴
え

を
聽
く
こ
と
が
一
物
と
な
り
ま
す
。
全
て
意
が
用
い
ら
れ
る
所
に

は
物
が
無
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
が
あ
れ
ば
物
が
あ
り
、
意

が
無
け
れ
ば
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
は
意
が
用
い
ら
れ
る
働
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

其
虛
靈
明
覺
之
良
知
、
應
感
而
動
者
謂
之
意
、
有
知
而
後
有

意
、
無
知
則
無
意
矣
。
知
非
意
之
體
乎
。
意
之
所
用
、
必
有

其
物
、
物
卽
事
也
。
如
意
用
於
事

、
卽
事

爲
一
物
、
意

用
於
治
民
、
卽
治
民
爲
一
物
、
意
用
於
讀
書
、
卽
讀
書
爲
一

物
、
意
用
於
聽
訟
、
卽
聽
訟
爲
一
物
。
凡
意
之
所
用
無
有
無

物
者
。
有
是
意
卽
有
是
物
、
無
是
意
卽
無
是
物
矣
。
物
非
意

之
用
乎
。（『
傳
習
錄
』
中
「
答
顧
東
橋
書
」）

ま
ず
知
（
良
知
）
が
あ
り
、
そ
の
後
に
知
が
事
物
と
感
應
し
て
意
が
起

こ
る
。
そ
こ
で
意
に
よ
り
事
物
が
事
物
と
し
て
立
ち
現
れ
る
と
言
う
の

で
あ
り
、
知
が
ま
ず
感
じ
せ
し
め
事
物
が
應
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
他
に
特
徵
的
な
感
應
の
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
事
物
の

存
在
が
知
の
發
動
の
前
提
に
な
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
が
、
少
な

く
と
も
朱
熹
が
外
界
か
ら
の
觸
發
と
そ
れ
に
對
す
る
心
の
反
應
と
い
う

外
か
ら
內
へ
向
か
う
の
に
對
し
、
王
守
仁
は
心
の
働
き
か
け
に
よ
り
物

が
意
味
化
さ
れ
る
と
い
う
內
か
ら
外
へ
の
方
向
を
持
つ
の
は
確
か
で
あ

ろ
う
。

　

な
お
こ
の
意
味
化
と
は
、
人
が
い
か
に
行
う
か
の
決
定
に
關
わ
る
價

値
的
な
意
味
化
の
こ
と
で
あ
る
。
外
物
の
樣
態
と
心
に
よ
っ
て
意
味
化

さ
れ
た
內
容
と
の
閒
に
は
相
關
關
係
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば

外
物
の
方
に
も
意
味
を
認
め
て
よ
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
外
物
が
い
く

ら
固
有
の
姿
を
持
ち
、
そ
れ
が
人
の
個
別
の
知
を
引
き
起
こ
す
契
⺇
に

な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
行
爲
に
結
び
つ
く
價
値
と
は
無
緣
の

存
在
に
止
ま
る
。
事
物
の
感
知
ま
で
も
が
本
來
は
良
知
の
し
わ
ざ
な
の

で
あ
り
（「
答
南
元
善
」
一
、『
文
錄
』
三
）、
全
て
の
事
物
認
知
は
中
立
的
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で
は
な
く
價
値
的
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
朱
熹
が
心
外
の
理
を
格
物
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
は
、
自

分
の
心
が
直
接
自
分
の
心
を
反
省
修
養
對
𧰼
と
す
る
「
觀
心
」
に
對
す

る
批
判
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
批
判
內
容
は
、「
觀
心
」
に
は
觀

る
心
と
觀
ら
れ
る
心
と
い
う
二
つ
の
自
己
の
心
が
同
時
に
存
在
し
て
し

ま
う
と
い
う
論
理
的
矛
盾
と
、
客
觀
的
準
則
が
無
い
た
め
に
思
い
込
み

に
よ
っ
て
自
己
の
心
の
把
握
に
主
觀
的
歪
曲
が
生
ず
る
こ
と
に
對
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
朱
熹
の
よ
う
に
心
外
の
理
の
追
求
を
圖
る
こ
と

で
理
の
認
識
の
客
觀
性
を
擔
保
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
か
の
時
點
で

は
心
の
動
き
が
理
に
沿
っ
て
い
た
か
を
自
己
檢
證
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ

け
で
、
そ
れ
な
ら
孟
子
以
來
の
性
善
說
を
信
じ
て
、
最
初
か
ら
自
己
の

心
の
主
觀
的
認
知
能
力
に
全
幅
の
信
賴
を
置
き
、
そ
れ
を
窮
極
ま
で
發

揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
も
當
然
出
て
く
る
方
向
で
あ
っ
た）

（1
（

。
王
守
仁
は

そ
れ
を
窮
極
ま
で
推
し
進
め
た
わ
け
で
あ
る
。

四　

知
行
合
一
の
工
夫

　

先
に
知
行
合
一
が
知
の
構
造
論
で
あ
る
と
と
も
に
工
夫
論
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
工
夫
論
の
側
面
を
論
じ
て
お
く
。
一
般
に

陽
明
學
の
知
行
合
一
と
言
え
ば
、
こ
ち
ら
の
面
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

王
守
仁
は
知
と
行
の
合
一
を
說
き
な
が
ら
兩
者
を
分
け
た
上
で
議
論
す

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
足
を
取
ら
れ
て
い
る
議
論
も
見
受
け
る
が
、

知
行
合
一
が
十
全
に
發
揮
で
き
て
い
な
い
場
合
に
は
と
っ
か
か
り
と
し

て
知
と
行
の
關
係
の
省
察
か
ら
入
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
先
に
一
部
を
引
い
た
「
答
友
人
問
」（『
文
錄
』
三
）
で
は
、
ま

ず
こ
の
よ
う
な
質
問
を
引
く
。

ご
質
問
は
こ
う
で
す
。「
も
と
も
と
先
儒
は
み
な
學
問
思
辯
を
知

に
屬
さ
せ
、
篤
行
を
行
に
屬
さ
せ
、
は
っ
き
り
と
二
つ
の
事
に
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
先
生
は
た
だ
知
行
合
一
と
だ
け
言
わ
れ

る
の
で
、
疑
わ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。」

問
、
自
來
先
儒
皆
以
學
問
思
辯
屬
知
、
而
以
篤
行
屬
行
、
分

明
是
兩
截
事
。
今
先
生
獨
謂
知
行
合
一
、
不
能
無
疑
。

か
か
る
質
問
に
對
し
て
王
守
仁
は
答
え
る
。

こ
の
事
を
私
は
す
で
に
何
囘
も
言
っ
て
お
り
ま
す
。
全
て
「
行
」

と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
著
實
に
こ
の
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
し
著
實
に
學
問
思
辯
の
工
夫
を
行
え
ば
、
學
問
思
辯
も
ま

た
「
行
」
な
の
で
す
。
學
は
こ
の
事
を
學
ぶ
こ
と
、
問
は
こ
の
事

を
問
う
こ
と
、
思
辯
は
こ
の
事
を
思
辯
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、

「
行
」
も
ま
た
學
問
思
辯
な
の
で
す
。
も
し
學
問
思
辯
し
て
、
そ

の
後
で
行
お
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
半
端
に
先
ず
學

問
思
辯
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
行
う
時
に
ま
た
ど
う
し
て
學
問
思
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辯
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
行
の
明
覺
精
察
な
と
こ
ろ
が
知
で
、
知

の
眞
切
篤
實
な
と
こ
ろ
が
行
で
す
。
も
し
行
っ
て
も
精
察
明
覺
で

き
な
け
れ
ば
冥
行
で
、
こ
れ
は
「
學
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔

し
」（『
論
語
』
爲
政
）
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
知
を
說
く
の
が
必
須

な
の
で
す
。
知
っ
て
眞
切
篤
實
に
で
き
な
け
れ
ば
妄
想
で
、
こ
れ

は
「
思
ひ
て
學
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
」（
同
上
）
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
行
を
說
く
の
が
必
須
な
の
で
す
。
元
來
た
だ
一
つ
の
工
夫
が
あ

る
だ
け
な
の
で
す
。
古
人
が
知
行
を
說
い
た
の
は
、
み
な
一
つ
の

工
夫
に
つ
い
て
偏
り
を
補
い
弊
を
救
う
た
め
で
、
今
人
が
は
っ
き

り
と
二
つ
の
事
に
分
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が

今
知
行
合
一
を
說
く
の
は
、
現
今
の
偏
り
を
補
い
弊
を
救
う
た
め

と
は
い
っ
て
も
、
知
行
の
姿
も
本
來
こ
の
よ
う
な
の
で
す
。
私
は

た
だ
著
實
に
身
心
で
體
得
す
れ
ば
、
卽
刻
に
悟
れ
る
こ
と
を
請
け

合
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
い
ま
言
語
文
義
の
上
で
憶
測
す
る
た
め
、

强
引
で
取
り
止
め
が
な
く
な
り
、
說
け
ば
說
く
ほ
ど
ま
す
ま
す
暗

ま
さ
れ
て
い
き
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
知
行
合
一
が
で
き
な
い
弊
害

な
の
で
す
。

此
事
吾
已
言
之
屢
屢
。
凡
謂
之
行
者
、
只
是
著
實
去
做
這
件

事
。
若
著
實
做
學
問
思
辯
的
工
夫
、
則
學
問
思
辯
亦
便
是
行

矣
。
學
是
學
做
這
件
事
、
問
是
問
做
這
件
事
、
思
辯
是
思
辯

做
這
件
事
、
則
行
亦
便
是
學
問
思
辯
矣
。
若
謂
學
問
思
辯

之
、
然
後
去
行
、
却
如
何
懸
空
先
去
學
問
思
辯
得
。
行
時
又

如
何
去
得
做
學
問
思
辯
的
事
。
行
之
明
覺
精
察
處
、
便
是

知
、
知
之
眞
切
篤
實
處
、
便
是
行
。
若
行
而
不
能
精
察
明

覺
、
便
是
冥
行
、
便
是
學
而
不
思
則
罔
、
所
以
必
須
說
個

知
。
知
而
不
能
眞
切
篤
實
、
便
是
妄
想
、
便
是
思
而
不
學
則

殆
、
所
以
必
須
說
個
行
。
元
來
只
是
一
個
工
夫
。
凡
古
人
說

知
行
、
皆
是
就
一
個
工
夫
上
補
偏
救
弊
說
、
不
似
今
人
截
然

分
作
兩
件
事
做
。
某
今
說
知
行
合
一
、
雖
亦
是
就
今
時
補
偏

救
弊
說
、
然
知
行
體
段
亦
本
來
如
是
。
吾
契
但
著
實
就
身
心

上
體
履
、
當
下
便
自
知
得
。
今
卻
只
從
言
語
文
義
上
窺
測
、

所
以
牽
制
支
離
、
轉
說
轉
糊
塗
、
正
是
不
能
知
行
合
一
之
弊

耳
。

朱
熹
が
知
と
行
の
兩
者
を
組
み
上
げ
て
い
く
の
に
對
し
、
王
守
仁
の
方

は
、
古
人
が
知
と
行
を
說
い
た
の
は
一
個
の
工
夫
に
つ
い
て
の
偏
り
や

弊
害
を
補
う
た
め
で
あ
り
、
最
も
爲
す
べ
き
は
最
初
か
ら
一
體
の
も
の

と
し
て
實
現
す
る
こ
と
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
註
意
す
べ
き
な
の
は
、
學

問
思
辯
は
先
ず
知
で
、
そ
れ
か
ら
行
に
移
り
、
そ
こ
で
「
知
行
合
一
」

に
至
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
知
行
合
一
を
前
提
に
學
問
思
辯
は
成

り
立
つ
の
で
あ
り
、
知
だ
け
に
屬
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
學
問
思
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辯
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

朱
熹
の
知
行
竝
進
は
、
知
っ
た
內
容
が
行
を
伴
う
ほ
ど
の
實
感
を
得

る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
は
小
さ
な

逹
成
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
究
極
の
知
に
は
屆
か
ず
、
積
習
の

果
て
の
豁
然
貫
通
と
い
う
悟
り
を
へ
た
後
に
は
じ
め
て
圣
人
と
同
じ
境

地
と
な
る
。
一
方
王
守
仁
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
知
と
行
が

一
體
で
あ
れ
ば
知
行
合
一
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
時
の
も
の
か
恆
常
的
な

も
の
か
は
問
題
と
し
て
は
殘
っ
て
も
、
質
的
に
は
一
時
の
知
行
合
一
も

本
來
の
知
行
合
一
な
の
で
あ
る
。
先
ほ
ど
か
ら
問
題
に
し
て
い
る
「
好

好
色
、
惡
惡
臭
」
も
、
良
知
が
「
擴
充
到
底
」
し
て
こ
そ
全
う
さ
れ
る

（『
傳
習
錄
』
下
・
第
一
一
八
條
）。
以
下
は
門
人
の
黃
直
の
記
錄
で
あ
る
。

黃
直
は
王
守
仁
の
語
を
引
き
つ
つ
こ
の
よ
う
に
言
う
。

先
生
（
王
守
仁
）
が
以
前
言
わ
れ
た
。「
人
は
善
を
好
む
の
が
好
色

を
好
み
、
惡
を
惡
む
の
が
惡
臭
を
惡
む
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

圣
人
だ
。」
私
（
黃
直
）
が
は
じ
め
聞
い
た
時
は
非
常
に

單
だ

と
感
じ
た
が
、
後
に
體
驗
し
て
み
る
と
、
こ
の
功
夫
を
著
實
に
實

踐
す
る
の
は
難
し
い
。
一
念
が
善
を
好
み
惡
を
惡
む
の
を
知
っ
て

も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ま
た
夾
雜
物
が
多
く
な
っ
て
い

く
。
少
し
で
も
夾
雜
物
が
あ
れ
ば
、
も
う
善
を
好
む
の
が
好
色
を

好
み
、
惡
を
惡
む
の
が
惡
臭
を
惡
む
よ
う
な
心
で
は
な
く
な
る
。

善
を
本
當
に
好
め
る
の
が
、
念
が
み
な
善
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

惡
を
本
當
に
惡
め
る
の
が
、
念
が
惡
に
乁
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ど
う
し
て
圣
人
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
圣

人
の
學
は
、
一
つ
の
誠
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。

先
生
嘗
謂
、
人
但
得
好
善
如
好
好
色
、
惡
惡
如
惡
惡
臭
、
便

是
圣
人
。
直
初
時
聞
之
覺
甚
易
、
後
體
驗
得
來
、
此
個
功
夫

著
實
是
難
。
如
一
念
雖
知
好
善
惡
惡
、
然
不
知
不
覺
、
又
夾

雜
去
了
。
才
有
夾
雜
、
便
不
是
好
善
如
好
好
色
、
惡
惡
如
惡

惡
臭
的
心
。
善
能
實
實
的
好
、
是
無
念
不
善
矣
。
惡
能
實
實

的
惡
、
是
無
念
乁
惡
矣
。
如
何
不
是
圣
人
。
故
圣
人
之
學
、

只
是
一
誠
而
已
。（『
傳
習
錄
』
下
・
第
二
九
條
）

朱
熹
は
一
般
人
が
一
時
的
で
あ
れ
圣
人
の
境
地
に
な
る
こ
と
を
認
め
た

が
ら
な
い
が
、
王
守
仁
は
そ
う
な
り
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ

を
純
粹
に
維
持
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
朱
熹
と
王
守
仁
の
圣
人
觀
の
差
で
あ
る

が
、
紙
數
の
關
係
か
ら

單
に
述
べ
る
に
止
め
る
。
朱
熹
に
と
っ
て
の

圣
人
は
無
謬
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
對
し
て
王
守
仁
は
「
若
堯

舜
之
心
而
自
以
爲
無
過
、
卽
非
所
以
爲
圣
人
矣
」（「
寄
諸
弟
」、『
文
錄
』

一
）
と
言
う
よ
う
に
、
圣
人
に
も
誤
り
の
自
覺
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て

い
た）

（1
（

。
常
人
と
圣
人
の
距
離
が
陽
明
學
に
お
い
て
縮
ま
っ
た
と
い
う
こ
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と
は
、
實
は
圣
人
の
心
境
の
具
體
的
內
容
に
完
璧
を
求
め
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
と
も
連
動
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
圣
人
も
衟
を
修
め
續
け

る
と
さ
れ
る
の
だ
が
（『
傳
習
錄
』
下
・
第
三
〇
條
）、
誰
で
も
知
行
合
一

と
な
る
瞬
閒
に
圣
人
性
を
實
現
で
き
る
の
だ
か
ら
、
求
め
ら
れ
る
の

は
、
圣
人
を
模
範
に
し
て
そ
の
狀
態
を
少
し
で
も
長
く
連
續
さ
せ
る
努

力
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
知
行
合
一
論
は
當
然
經
書
上
の
根
據
が
問
題
に
さ
れ
る
。

先
に
引
い
た
「
答
友
人
問
」
二
に
「
今
却
只
從
言
語
文
義
上
窺
測
、
所

以
牽
制
支
離
、
轉
說
轉
糊
塗
、
正
是
不
能
知
行
合
一
之
弊
耳
」
と
あ
っ

た
よ
う
に
、
王
守
仁
は
、
言
語
文
義
上
か
ら
理
解
を
圖
る
の
は
强
引
支

離
と
な
り
、
知
行
合
一
で
き
ぬ
弊
害
が
生
ず
る
と
言
う
。
經
書
中
の
語

を
こ
ち
ら
は
知
、
こ
ち
ら
は
行
、
と
分
け
る
こ
と
の
無
意
味
さ
を
言
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
王
守
仁
は
一
方
で
は
そ
の
區
分
け
を
行
っ

て
い
て
、
先
引
の
水
野
論
文
が
丁
甯
に
そ
れ
を
整
理
し
て
一
覽
表
に
し

た
う
え
で
、
そ
の
說
明
の
方
式
に
、
知
を
行
に
麭
攝
す
る
パ
タ
ー
ン

と
、
知
と
行
の
兩
者
相
卽
の
パ
タ
ー
ン
の
二
種
類
が
あ
る
と
し
て
い

る）
（1
（

。
知
と
行
と
は
そ
も
そ
も
心
の
事
物
對
應
の
基
本
的
波
長
で
あ
る
か

ら
、
何
で
あ
れ
衟
德
に
關
わ
る
實
踐
を
求
め
る
槪
念
で
あ
れ
ば
あ
て
は

め
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

　

王
守
仁
は
繰
り
返
し
自
己
の
工
夫
論
が

易
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

確
か
に
そ
の
主
張
は
言
葉
の
上
で
は

易
で
あ
る
の
だ
が
、
具
體
的
實

踐
と
な
る
と
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
複
數
の
價
値

が
衝
突
す
る
場
合
、
ど
れ
を
選
ぶ
の
が
知
行
合
一
に
か
な
う
の
か
を
決

す
る
決
め
手
は
心
の
實
感
に
し
か
無
い
。
王
守
仁
は
江
西
に
い
た
時

代
、
公
務
遂
行
以
上
に
祖
母
と
父

に
對
す
る

族
追
慕
の
情
に
從
お

う
と
い
う
姿
勢
を
强
く
見
せ
た
の
で
あ
り
、
國
事
奔
走
ば
か
り
を
知
行

合
一
と
見
て
い
た
の
で
は
な
い
。
工
夫
が
心
に

易
に
收
斂
さ
れ
て
い

る
が
ゆ
え
に
、
自
己
の
眞
の
實
感
が
い
ず
れ
に
あ
る
か
を
問
い
續
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
構
造
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

〇　

お
わ
り
に

　

知
行
合
一
と
は
知
の
本
質
的
な
あ
り
か
た
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
同

時
に
知
を
そ
の
よ
う
に
も
っ
て
い
く
工
夫
論
で
も
あ
っ
た
。
人
の
本
來

の
知
の
姿
を
、
王
守
仁
は
、
認
識
と
判
斷
、
つ
ま
り
對
𧰼
の
受
け
止
め

と
對
𧰼
へ
の
關
わ
り
方
の
決
定
の
兩
者
が
一
體
と
な
っ
た
も
の
と
し

た
。
王
守
仁
に
と
っ
て
は
知
自
體
が
そ
の
ま
ま
認
知
對
𧰼
に
對
す
る
關

わ
り
方
の
決
定
で
あ
り
、
先
に
引
用
し
た
『
傳
習
錄
』
上
・
第
五
條
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
價
値
中
立
的
な
知
が
發
動
し
、
そ
れ
を
心
內
で

既
存
の
價
値
に
照
ら
し
、
そ
の
後
で
行
の
決
定
を
す
る
と
い
う
よ
う
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
對
𧰼
へ
の
關
わ
り
方
の
決
定
は
、



王
守
仁
の
知
行
合
一
論
（
土
田
）

（ 19 ）

人
閒
が
所
有
す
る
行
爲
へ
の
內
的
欲
求
を
直
接
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
か
か
る
內
的
欲
求
が
外
物
の
觸
發
に
よ
っ
て
具
體
化
す
る
時
に
、

外
物
の
認
知
が
な
さ
れ
る
。
內
的
欲
求
の
反
映
で
あ
る
「
行
」
が
無
い

限
り
「
知
」
と
い
う
こ
と
自
體
が
成
立
し
な
の
で
あ
り
、
か
く
て
知
行

合
一
が
說
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

王
守
仁
の
思
想
を
考
え
る
う
え
で
鍵
と
な
る
の
は
、
心
外
の
物
や
理

を
認
め
な
い
そ
の
姿
勢
で
あ
る
。
心
外
の
事
物
は
そ
れ
自
體
で
は
存
在

と
し
て
の
意
味
は
無
く
、
人
の
心
に
捉
え
ら
れ
て
初
め
て
そ
の
事
物
と

し
て
の
意
味
を
持
つ
。
內
的
欲
求
を
反
映
し
た
行
を
含
む
知
行
合
一
た

る
眞
の
知
こ
そ
が
、
心
の
對
𧰼
と
な
っ
て
い
る
事
物
を
意
味
化
す
る
。

こ
の
心
に
よ
る
意
味
化
に
よ
っ
て
、
世
界
は
人
閒
の
目
前
に
價
値
の
綵

り
に
滿
ち
た
風
景
と
し
て
開
け
る
の
で
あ
る
。

　

知
行
合
一
は
、
本
來
知
と
行
を
分
け
て
發
想
す
る
こ
と
す
ら
拒
否
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
王
守
仁
は
年
を
經
る
と
と
も
に
良
知
と
い
う

一
語
を
主
軸
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
良
知
の
內
容
は
知
行

合
一
で
あ
り
、
致
良
知
と
は
そ
の
完
遂
で
あ
る）

（1
（

。

　

朱
熹
は
、
事
物
自
體
に
そ
の
事
物
と
し
て
獨
立
の
意
味
が
あ
り
、
心

に
要
求
し
た
の
は
、
そ
れ
を
內
な
る
理
に
照
ら
し
て
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
で
あ
っ
た）

（1
（

。
そ
れ
に
對
し
王
守
仁
は
、
事
物
自
體
に
は
意
味
が
無

く
、
そ
れ
を
意
味
化
す
る
の
は
心
で
あ
る
と
し
た
。
朱
熹
の
認
知
論
で

は
、
心
外
の
事
物
の
意
味
に
忠
實
に
應
じ
る
こ
と
を
心
に
求
め
る
受
動

性
が
あ
る
が
、
王
守
仁
に
至
っ
て
、
そ
れ
が
心
の
方
が
事
物
に
意
味
を

あ
た
え
る
と
い
う
能
動
性
へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
變
え
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）　

王
守
仁
と
朱
熹
の
知
行
論
の
比
較
に
つ
い
て
は
筆
者
は
既
に
「
朱

熹
の
思
想
に
お
け
る
認
識
と
判
斷
」（『
日
本
中
國
學
會
創
立
五
十
年

記
念
論
文
集
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
で
論
じ
、『
朱
熹
の
思
想
體

系
』
の
該
當
部
分
は
そ
れ
を
敷
衍
增
幅
し
た
が
、
本
稿
は
更
に
そ
れ
に

「「
萬
物
一
體
の
仁
」
再
考
」（『
宮
澤
正
順
愽
士
古
稀
記
念　

東
洋
―
比

較
文
化
論
集
―
』、
靑
史
出
版
、
二
〇
〇
四
）、
最
終
講
義
「
心
を
觀

る
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
七
、
二
〇
二
〇
）
の
內
容
も
含
め
、

新
た
な
議
論
も
加
え
て
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
王
守
仁
が
知

行
合
一
を
初
め
て
論
じ
た
の
は
、
龍
場
流
謫
時
と
言
わ
れ
る
が
（『
年

譜
』
正
德
四
年
・
王
守
仁
三
十
八
歲
の
條
、
錢
寬
（
德
洪
）「
刻
文
錄

敍
說
」）、
こ
の
主
張
は
晩
年
ま
で
見
ら
れ
る
（
水
野
實
「「
知
行
合
一
」

說
の
構
造
と
意
味
―
知
行
の
本
體
と
知
行
の
工
夫
」、『
斯
文
』
一
二

七
、
二
〇
一
五
）。

（
２
）　
『
傳
習
錄
』
上
・
第
五
條
、
同
下
・
第
二
六
條
、
な
お
同
下
・
第
一

二
二
條
は
知
行
合
一
と
の
關
係
で
心
卽
理
に
つ
い
て
こ
の
語
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。

（
３
）　

本
稿
に
お
け
る
王
守
仁
の
文
獻
の
引
用
は
、
隆
慶
六
年
謝
廷
傑
刻
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『
王
文
成
公
全
書
』
三
十
八
卷
を
も
と
に
增
補
編
集
し
た
『
王
陽
明
全

集
』
上
・
下
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。
從
っ
て

『
傳
習
錄
』
の
條
數
も
こ
の
書
に
な
ら
う
。

（
４
）　

荒
木
見
悟
『
陽
明
學
の
位
相
』
第
五
章
「
知
行
合
一
」（
硏
文
出
版
、

一
九
九
二
）、
註（
１
）所
引
の
水
野
論
文
。

（
５
）　

こ
の
書
翰
を
「
答
人
論
學
書
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
多
い
。
佐
籘
一

齋
は
こ
の
書
翰
に
つ
い
て
、
王
守
仁
自
身
「
論
學
書
頗
發
鄙
見
」
と
認

識
し
て
い
た
が
、
廣
く
傳
播
し
た
の
で
、
顧
隣
に
遠
慮
し
て
彼
の
名
前

を
は
ず
し
た
と
言
う
（『
傳
習
錄
欄
外
書
』）。
一
齋
が
こ
こ
で
引
く
王

守
仁
の
語
は
「
與
毛
古
庵
憲
副
」（『
文
錄
』
一
）
に
「
病
軀
咳
作
、
不

能
多
乁
、
寄
去
鄙
錄
、
末
後
論
學
一
書
、
亦
頗
發
明
鄙
見
、
暇
中
幸
示

乁
之
」
と
あ
る
。

（
６
）　

日
本
中
國
學
會
第
四
〇
囘
大
會
（
一
九
八
八
）
の
講
演
で
荒
木
見
悟

が
朱
熹
に
既
に
知
行
合
一
に
近
い
發
想
が
あ
っ
た
と
い
う
陳
榮
捷
の
說

を
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
。
陳
榮
捷
の
議
論
は
、『
朱
子
新
探
索
』「
知

行
合
一
之
先
聲
」（
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
八
八
）
に
も
見
え
る
。

（
７
）　

筆
者
は
註（
１
）所
引
「「
萬
物
一
體
の
仁
」
再
考
」、「
儒
敎
の
思
想

史
硏
究
と
思
想
分
析
―
朱
子
學
を
中
心
に
―
」（『
日
本
儒
敎
學
會
報
』

六
、
二
〇
二
二
）
な
ど
で
、
意
味
化
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
說
明
を

試
み
た
。
な
お
萬
物
の
意
味
化
と
は
、
萬
物
を
存
在
と
し
て
意
味
あ
ら

し
め
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
萬
物
を
造
化
す
る
に
等
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
知

行
合
一
で
あ
る
「
良
知
」
も
「
造
化
的
精
靈
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る

（『
傳
習
錄
』
下
・
第
六
一
條
）。

（
８
）　

山
井
湧
「
宋
・
明
の
哲
學
に
お
け
る
〈
性
卽
理
〉
と
〈
心
卽
理
〉」

（『
駒
澤
大
學　

文
化
』
三
、
一
九
七
七
）
で
も
、
性
卽
理
と
心
卽
理
が

單
純
な
對
立
概
念
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
。
總
じ
て
王
守
仁
は
心
に
つ

い
て
の
各
概
念
を
、
本
來
の
心
の
樣
相
を
語
る
場
合
は
融
通
的
に
使
用

す
る
。

（
９
）　

先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
五
章
第
一
〇
節
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て

筆
者
は
ま
ず
「
朱
子
學
に
お
け
る
認
識
と
判
斷
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

ア
』
七
九
、
一
九
九
二
）
で
こ
の
考
え
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
、
更

に
詳
し
く
註（
１
）所
引
の
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
認
識
と
判
斷
」
で

論
じ
た
。

（
10
）　

岡
田
武
彥
『
王
陽
明
大
傳
―
生
涯
と
思
想
』
一
の
一
九
三
～
一
九
四

頁
（『
岡
田
武
彥
全
集
』
一
、
明
德
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）。
註（
１
）に

觸
れ
た
よ
う
に
『
年
譜
』
で
は
正
德
四
年
に
始
め
て
知
行
合
一
を
論
じ

た
と
あ
り
、
そ
う
な
ら
ば
「
某
嘗
說････

」
は
合
一
と
明
言
す
る
以
前

の
議
論
か
も
し
れ
ず
、
知
行
關
係
に
對
す
る
問
題
意
識
と
そ
れ
を
相
卽

さ
せ
る
思
考
は
、
正
德
四
年
以
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
11
）　

大
場
一
央
『
心
卽
理
―
王
陽
明
前
期
思
想
の
硏
究
』
第
二
章
（
汲
古

書
院
、
二
〇
一
七
）
で
は
、
本
體
が
自
然
と
行
う
自
ら
明
徵
化
す
る

「
知
行
の
工
夫
」
と
、
そ
れ
を
意
識
的
に
發
生
さ
せ
る
「
知
行
の
本
體

を
恢
復
す
る
工
夫
」
の
二
つ
が
あ
る
と
言
う
。

（
12
）　

山
井
湧
「〈
心
卽
理
〉〈
知
行
合
一
〉〈
致
良
知
〉
の
意
味
―
陽
明
學

の
一
性
格
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
二
二
、
一
九
七
〇
、『
明
淸
思
想

史
の
硏
究
』
所
收
、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
）
で
は
、
王
守
仁
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の
心
卽
理
は
、
心
外
に
物
や
理
が
無
い
と
い
う
形
で
主
張
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
と
指
摘
す
る
。

（
13
）　

註（
１
）所
引
の
土
田
「「
萬
物
一
體
の
仁
」
再
考
」、
同
「
心
を
觀

る
」。

（
14
）　

先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
四
章
第
三
節
。
も
と
は
註（
１
）所
引

の
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
認
識
と
判
斷
」。

（
15
）　

朱
熹
の
「
觀
心
」
批
判
と
そ
の
問
題
點
に
つ
い
て
は
、
先
著
『
朱
熹

の
思
想
體
系
』
第
六
章
第
七
節
乁
び
、
註（
１
）所
引
の
拙
稿
「
心
を
觀

る
」。

（
16
）　

朱
熹
の
場
合
も
圣
人
も
好
學
で
進
步
の
感
覺
を
持
っ
て
い
た
と
す
る

の
で
あ
り
、
論
理
的
に
は
完
全
な
無
謬
と
は
言
え
る
の
か
微
妙
な
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
朱
熹
の
圣
人
觀
の
基
調
は
そ
の
無
謬
性
に
あ
っ
た
（
先

著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
一
章
第
六
節
）。
王
守
仁
の
圣
人
觀
に
つ

い
て
の
近
年
の
も
の
で
は
、
志
村
敦
弘
「
圣
人
の
行
い
は
初
め
よ
り
人

情
に
遠
か
ら
ず
―
王
守
仁
の
圣
人
像
」（『
日
本
儒
敎
學
會
報
』
六
、
二

〇
二
二
）
が
あ
る
。

（
17
）　

註（
１
）所
引
の
水
野
論
文
。

（
18
）　

馮
友
蘭
は
『
中
國
哲
學
史
』
第
二
篇
第
一
四
章
（
六
）（
２
）（
商
務

印
書
館
、
一
九
三
四
）
で
、「
良
知
が
知
で
、
良
知
を
致
す
の
が
行
で

あ
る
。
我
々
が
良
知
を
行
事
に
致
し
て
後
に
良
知
の
知
は
完
成
す
る
」

と
、
良
知
だ
け
で
は
「
知
」
に
止
ま
り
、「
致
す
」
が
あ
っ
て
こ
そ
「
知

行
合
一
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
う
。
し
か
し
先
に
學
問
思
辯
に
つ
い

て
見
た
よ
う
に
、
何
で
あ
れ
行
爲
の
要
請
を
含
む
概
念
は
み
な
知
行
合

一
で
こ
そ
成
り
立
つ
の
で
あ
り
、
額
面
通
り
の
行
を
求
め
る
の
は
良
知

に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。「
或
疑
知
行
不
合
一
、
以
知
之
匪
艱
（『
書

經
』
說
命
）
二
句
爲
問
。
先
生
曰
、
良
知
自
知
、
原
是
容
易
的
。
只
是

不
能
致
那
良
知
、
便
是
知
之
匪
艱
、
行
之
惟
艱
」（『
傳
習
錄
』
下
・
第

一
二
一
條
）
な
ど
は
馮
友
蘭
の
說
の
例
證
に
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
れ
も
、
良
知
の
表
面
上
の
理
解
と
良
知
の
發
揮
の
難
易
の
差
を
言
っ

て
い
る
の
で
、
知
行
合
一
が
良
知
の
「
體
段
（
す
が
た
）」
で
あ
り
、

致
良
知
は
知
行
合
一
の
「
工
夫
」
の
場
の
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
か

わ
り
は
な
い
。
註（
１
）所
引
の
水
野
論
文
で
も
「「
知
行
の
本
體
」
は

････

「
良
知
」
と
の
み
稱
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
（
四
頁
）。

や
は
り
知
行
合
一
を
そ
の
ま
ま
良
知
の
內
容
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

を
「
致
す
」
と
は
、
知
行
合
一
た
る
良
知
を
實
現
す
る
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。

（
19
）　

安
田
二
郞
は
朱
熹
の
理
を
意
味
と
し
た
が
、
筆
者
は
、
事
物
に
意
味

を
あ
た
え
る
こ
と
は
理
の
本
質
的
⺇
能
で
あ
る
も
の
の
、
意
味
と
い
う

こ
と
だ
け
で
理
を
括
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
件
は

「《
中
國
學　

わ
た
し
の
一
册
》　

安
田
二
郞
『
中
國
近
世
思
想
硏
究
』」

（『
未
名
』
三
五
、
二
〇
一
七
）
で
も
書
い
た
。
筆
者
の
朱
熹
の
理
に
つ

い
て
の
分
析
は
先
著
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』
第
三
章
を
參
照
。

　
︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
王
守
仁
、
知
行
合
一
、
知
先
行
後
、
朱
熹


